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令和３年度終了課題の事後評価について（概要）
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１年目 ２年目 ３年目

採択～評価の流れ（研究期間3年の場合）

※評価結果が悪い
場合は中止

１． 位置付け

２． 目的

・ 研究課題の目的達成度や研究成果等を適切に把握し、研究成果の道路政策への
反映見込み等を評価

・ 今後の制度全体の評価や見直し等に活用すること

３． 手順（スケジュール）

⓪研究終了報告書の提出

①書類の事前査読

• 評価分科会各委員による書類の事前査読。
（委員からの質問・コメントがある場合は、研究代表者へ事前に連絡）

• 研究評価会後、分科会長が事後評価（案）を作成。

⑤事後評価結果の通知及び公表

• 研究代表者に書面にて事後評価結果を通知
• 道路局ＨＰ等において、成果報告レポート及び公表用資料と併せて事後評価結果を公表

③事後評価（案）の作成

（３月～５月末）

（～６月末）

（7月末）

②研究評価会・研究成果発表会の開催

【研究評価会】
• 各分科会ごとに研究評価会を開催。
• 分科会各委員は研究課題ごとの事後評価シートを作成。
• 各委員作成の事後評価シートを基に、研究課題ごとの事後評価（案）作成のための審議。

（７月頃）

④事後評価の決定 （８月頃）

• 新道路技術会議において事後評価（案）を審議し、合議により事後評価を決定。

（８月頃）
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※評価結果が悪い
場合は中止
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４． 評価の視点

研究の
視点

研究目的の達成度 研究目的に照らして、その達成の度合いはどうか。

研究成果
評価できる研究成果を上げたか。研究成果が当該研究
分野等の発展に寄与できたか。

研究成果の
活用・発展性

得られた研究成果の活用や発展性などの今後の展望は
どうか。研究成果の積極的な公表・普及に努めているか。

行政の
視点

道路政策の質の向
上への反映見込み

研究成果の実務への反映見込み等、道路政策の質の向
上に資するものとなっているか。

研究費規模
とその成果

配分された研究費規模に見合う、研究成果及び道路政
策の質の向上への寄与となっているか。

５． 評価基準

評点 説 明

Ａ 研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ 研究目的は概ね達成され、研究成果があった。

Ｃ 研究成果は一部に留まった。

Ｄ 研究成果があったとは言い難い。
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委託研究テーマ 研究代表者 研究概要

ソ
フ
ト
分
科
会

- Ⅳ 31-1

ETC2.0データの活
用と評価を通じた次
世代ETCの基本設
計提案

東北大学

教授

井料 隆雅

本研究では，次世代ETCシステムの基本設
計の提案を，ETC2.0データを活用したケース
スタディによる要件抽出，新観測技術の実道
実験，匿名化や外部データ連携技術等の開
発を基に，要件を満たすに必要かつ十分で，
現行ETC2.0と連続性がある形で行うことを目
指す．

- Ⅳ 31-2

マルチスケールな
交通連携を想定し
た拠点配置と交通
マネジメントについ
ての技術研究開発

東京大学
講師

日下部 貴彦

本研究では，ETC2.0やカメラなどのセンシン
グ技術を活用し，次世代交通システムを想定
した交通結節点の配置，機能分担等の拠点
機能検討のための方法論構築を目的とする．
これにより，交通結節点評価方法及び，都市
間交通機能，地域交通機能，防災機能などを
発揮するための交通マネジメントの方法論を
確立する．

- Ⅳ 31-3

交通・物流・交流・防
災拠点としての道の
駅の性能照査と多目
的最適配置に関する
研究

長岡技術科学大学
教授

佐野 可寸志

道の駅を交通、物流、地域交流および防災拠
点として活用するための機能を論じ、広域
ネットワークでの拠点間の近接性等を踏まえ
て、拠点毎に各機能の有効性を指標化する
手法と多目的最適配置計画手法を確立する。

３ Ⅰ 31-5

地域・都市構造に応
じた機能階層型道路
ネットワーク計画・評
価手法についての技
術研究開発

名古屋大学
教授

中村 英樹

地域・都市の各種拠点配置特性に応じて，求
められる道路の階層数と目標旅行速度の組
み合わせを明示し，機能階層型道路ネット
ワーク計画を立案する手法を提案するととも
に，任意の道路ネットワークの機能階層化度
の評価指標を開発することを目的とする．

６．対象研究テーマ及び担当分科会（ソフト分科会）
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６．対象研究テーマ及び担当分科会（ハード分科会）
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- Ⅳ 31-6

解析学的信号処
理によるトンネル
等のうき・剥離の
高精度・高速検出
の研究開発

東京大学

教授

石田 哲也

空間周波数分析等の解析学的信号処理手法に基
づき、移動計測車両に搭載したレーザースキャナ
で取得される点群情報からトンネル等のコンクリー
ト表層の特徴を捉えることで、うき・剥離を高速かつ
正確に検出する技術を開発する。

- Ⅳ 31-7

高感度磁気非破
壊検査による目視
不可能な箇所の
損傷の検出につい
ての技術研究開
発

岡山大学

教授

塚田 啓二

高感度磁気非破壊検査により、目視不可能な箇所
の鋼部材に生じた腐食、疲労、破断などの損傷や
欠陥を検出する技術開発を行う。具体的には、水
中部の鋼製橋脚など付着生物を除去せずに残存
板厚を計測する方法、照明・標識柱や鋼製橋脚の
基部などのコンクリート埋設部や、閉じ断面内の腐
食と疲労亀裂を検出する方法、コンクリート中のア
ンカーボルトの腐食を検出する方法、溶接内部の
不良や欠陥を検出する方法に関する技術を開発す
る。


